
大気および水質汚染防止
花王は、大気や水質の汚染防止に向け、各国・地域の法規制を遵守するとともに、事業特性に応じた自主管理基準を設定し、
各拠点での排出物管理を徹底しています。また、自社製品や技術を通じて社会全体の大気汚染や水質汚染の防止に貢献しています。

● �工場やサプライチェーン
地域における大気・水質
汚染に関する規制強化
への対応によるコスト 
増加や、規制違反に伴う、
操業停止による収益悪化

● �製品に関する大気・水質
汚染に関する技術開発の
停滞による、競争力 
低下、コスト増による 
収益悪化

● �大気・水質汚染への 
対応が不十分な場合、 
レピュテーションや 
企業価値の低下

財務インパクト

● �環境保全コスト 
投資額　3,172百万円

● �環境保全に伴う経済効果　
4,820百万円

● �環境法規制罰金総計 
221千円

戦略

工
場

① �大気・水質汚染を防止する 
的確な管理

① �化学物質の排出抑制

① �燃料燃焼に伴う大気汚染防止

② �揮発性有機化合物（VOC）の
排出抑制

② �排水に伴う水質汚染防止

② �地下水・土壌汚染防止

製
品

③ �製品による大気・水質汚染 
防止の貢献

③ �新製品使用後の排水による 
水質汚染防止

物
流 �② 物流における大気汚染防止

指標 目標 実績（2025年）

VOC、COD 排出量を開示する
工場の比率 ①

100% 
2025年

VOC 94% 
COD 80%

環境法規制　逸脱件数 ①② ー 3件

PRTR法対象化学物質の 
総排出量 ② ー  3.7トン

NOx 排出量 ① ー 333トン

SOx 排出量 ① ー 33トン

VOC 排出量 ① ー  3.8トン

COD汚濁負荷量 ② ー 72トン

界面活性剤の環境リスク評価 ③ ー 低

機会

● �生産における大気・水質
汚染防止による操業安定
化と経営戦略・事業戦略
の確実な実現

● �大気・水質汚染防止に 
貢献する製品の需要 
拡大、競争力向上による
利益拡大

● �工場地域の地域社会の
信頼性向上による 
企業価値向上

環境・社会インパクト

● �工場周辺地域の汚染防止
による生態系保全への
貢献

● �大気環境の改善による
工場近隣住民の健康の
保護および住環境の 
保全

活動実績

規制値より厳しい自主管理値に
よる監視・管理と遵守

PRTR法対象物質の排出管理と
削減

大気汚染の少ない燃料の利用

VOCの排出管理と削減

排水に伴う汚染物質の管理と 
削減

地下水・土壌汚染の調査と 
防止

大気汚染防止に貢献する  
水性インクジェット用顔料インク

水質汚染防止に貢献する  
高機能特殊増粘剤

界面活性剤の環境リスク評価
（業界活動への参画）

ライオン株式会社との協働に 
よるスマート物流

※ 指標と目標、取り組みの末尾の番号は戦略番号を示しております。

リスク

機会

戦略 取り組み 財務インパクト

環境・社会インパクト

指標と目標　実績

快適な暮らしを
自分らしく送るために

思いやりのある選択を
社会のために

よりすこやかな
地球のために

脱炭素

ごみゼロ

水保全

> 大気および
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戦略
「大気および水質汚染防止」のリスク低減と機会創出に向け、花王らしく、実効性があり、事

業成長と社会課題解決に貢献する戦略を実行しています。

 社会課題​
花王が持続可能で競争力のある存在であり続けるためには、社会課題の正確な認識が不可欠

です。社会課題の認識は、花王の事業上のリスクを軽減すると同時に、成長を促す新たな事業
機会を見いだすための重要な起点となります。花王は本テーマに関する社会課題を以下のよう
に認識しています。

 リスクと機会​
上記のような社会課題を含む事業環境において、花王はさまざまなリスクに直面する一方で、

新たな事業機会も見いだしています。リスクと機会の特定は、企業戦略や施策を策定するうえで
重要なプロセスです。花王が本テーマにおいて特定した主要なリスクと機会は以下のとおりです。

● �大気汚染、水質汚染、土壌汚染による健康被害、生態系破壊
● �化学物質や農薬による土壌および地下水の汚染
● �水質汚染による生活環境の不衛生化

リスク​
● ��工場やサプライチェーン地域における、大気・水質汚染に関する規制強化への対応によ

るコスト増加や、規制違反に伴う操業停止による収益悪化
● ��大気・水質汚染への対応が不十分な場合における、レピュテーションや企業価値の低下

機会
● �生産における大気・水質汚染防止による操業安定化と経営戦略・事業戦略の確実な実現
● �大気・水質汚染防止に貢献する製品の需要拡大、競争力向上による利益拡大

 戦略​
特定したリスクと機会に対応するため、花王は以下の戦略を策定しています。
花王は工場の特性や法規制などの外部要請に基づく汚染対象領域・物質を適切に管理し、リ

スク軽減を図っています。長年培った公害対応の知見やグローバルな化学業界としての活動を
活かし、中期経営計画「K27」の基本方針「持続可能な社会に欠かせない企業になる」の実現に
向けて、持続可能な環境づくりに向けた取り組みを着実に推進します。

① 大気汚染を防止する的確な管理
各拠点におけるNOxやSOx、VOCなどの大気汚染物質の排出量を詳細に把握・管理し、法

規制を上回る基準値を定めて厳しく管理することで、工場周辺地域の大気汚染を防止する。

② 水質汚染を防止する的確な管理
工場排水中に含まれる有機物などの低減に努め、法規制を上回る基準値を定めて厳しく管理

することで工場周辺地域の水質汚染を防止する。

③ 製品による大気・水質汚染防止への貢献
花王の製品や技術を通じて、顧客や社会全体の大気・水質汚染防止に貢献する。これにより、

環境課題解決に資する価値創造に寄与する。

関連する取り組み: P195  工場における水質汚染防止の取り組み、P195  製品開発・提供を通じた水質汚染防止の取り組み

関連する取り組み: P194  工場における大気汚染防止の取り組み、P195  製品開発・提供を通じた大気汚染防止の取り組み

関連する取り組み:� P194  工場における大気汚染防止の取り組み、P196  製品開発・提供を通じた水質汚染防止の取り組み

戦略の実践により生み出されるインパクト
前述の戦略により、財務面および環境・社会面で、次のようなインパクトを創出できると考え

ています。

財務インパクト
● �大気および水質汚染防止に貢献する環境対応製品の売上拡大
● ��環境規制の遵守による罰金および訴訟対応コストの削減

快適な暮らしを
自分らしく送るために

思いやりのある選択を
社会のために

よりすこやかな
地球のために

脱炭素

ごみゼロ

水保全

> 大気および
水質汚染防止
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正道を歩む
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戦略のレジリエンス
花王は、大気および水質汚染防止に向け、各拠点での排出物の徹底管理や排水処理技術の向

上を推進しています。各国・地域の法規制を確実に遵守するとともに、事業特性や環境影響を
踏まえ、必要に応じて自主的な管理基準を設定し運用しています。これにより、規制変化への適
切な対応と事業リスクの低減に努めています。法規制を超える厳格な基準を運用することで、グ
ローバル規制への適合性を確保し、事業リスクを最小化しています。さらに、環境保全に貢献す
る製品や技術の提供を通じ、社会課題の解決と企業価値の向上を両立しています。これらの取り
組みにより、リスクが顕在化した際の早期是正と再発防止を機能させる体制を整備しています。

 目標と進捗

 指標と実績

指標と目標
戦略の実効性を高めるため、リスクや機会に関するパフォーマンス指標を設け、定期的に進捗状

況をモニタリングしています。特に重要なリスク・機会に関連する指標には目標を定め、その達成
状況を確認することで、PDCAサイクルを通じた改善を重ね、取り組みを着実に推進しています。

なお、COD排出量を開示する工場の比率とCOD汚濁負荷量について、算定範囲の見直しによ
り、自工場から直接公共水域に工業廃水を排出している工場に変更したため、過年度を含めて実
績を修正しました。

環境・社会インパクト​
● ��工場周辺地域の汚染防止による生態系保全への貢献
● ��大気環境の改善による工場近隣住民の健康の保護および住環境の保全

戦略 指標
実績 中長期目標

2021年 2022年 2023年 2024年 2025年 目標値 目標年

①

VOCの大気排出量、COD※汚濁
負荷量を開示する工場の比率
※ �自工場から直接公共水域に工業廃水を

排出している工場を対象とする

VOC　
65%
COD　
80%※

(100%)

VOC　
68%
COD　
80%※

(100%)

VOC　
84%
COD　
80%※

(100%)

VOC　
94%
COD　
80%※

(100%)

VOC　
94%
COD　
80%

100% 2025

戦略 指標 実績
2022年 2023年 2024年 2025年

① NOx排出量の推移 （全生産拠点） 440トン 384トン 354トン※1 333トン 
① SOx排出量の推移（全生産拠点） 43トン 37トン 37トン 33トン

①② PRTR法対象化学物質の総排出量の推移 2.1トン※2 5.3トン※2 4.2トン※2 3.7トン

① VOCの大気排出量 
集計対象拠点：花王グループ国内生産拠点 6.8トン 5.0トン 4.1トン 3.8トン 

①② COD汚濁負荷量の推移 （一部生産拠点） 80トン※3 73トン※3 66トン※3 72トン 

※ �算定範囲の見直しにより、自工場から直接公共水域に工業廃水を排出している工場に変更したため、2021年まで遡及して過年度デー
タを修正しています。なお花王グループに属する伊野紙株式会社は算定対象に含まれていません。 
()内は旧定義による値

※1 �2024年より稼働したESPコジェネレーションからのNOx排出量は、ガスタービンサービス事業者から排出されたものであるため除外
して修正しました。

※2 �サステナビリティレポート2025にて、一部排出先の計上漏れおよび対象年度の誤りがあり修正しました。
※3 �COD汚濁負荷量について、算定範囲の見直しにより、自工場から直接公共水域に工業廃水を排出している工場に変更したため、過年度デー

タを修正しています。なお花王グループに属する伊野紙株式会社は算定対象に含まれていません。

NOx排出量の推移（全生産拠点）
■ 日本　■ アジア　■ 米州　■ 欧州

●  原単位（売上高）削減率
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COD汚濁負荷量の推移（一部生産拠点）
■ 日本　■ アジア　■ 米州　■ 欧州

●  原単位（売上高）削減率
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SOx排出量の推移（全生産拠点）
■ 日本　■ アジア　■ 米州　■ 欧州

●  原単位（売上高）削減率
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PRTR法対象化学物質の総排出量の推移
■ 大気への排出　■ 公共用水域への排出
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※ �2023年4月にPRTR法対象化学物質が変更されたため、2023
年の数値は変更後の法対象化学物質の4～12月の実績です

※ 保証対象はNOx排出量
※1 �2024年より稼働したESPコジェネレーションからのNOx排

出量は、ガスタービンサービス事業者から排出されたもので
あるため除外して修正しました

※1 �2025年からCODの算定対象を、自工場から直接公共水域に
工業廃水を排出している工場に変更したため、2005年および
2022年から2024年のCOD汚濁負荷量、2022年から2024
年の原単位削減率を修正しています。

※ 保証対象はCOD汚濁負荷量 
※ �花王グループに属する伊野紙株式会社は算定対象に含まれて

いません。 192



揮発性有機化合物（VOC）の排出量
花王には、大気汚染防止法におけるVOC排出規制の対象となる設備はありませんが、自主的

にVOC排出量の削減に取り組んでいます。環境省環境管理局長通知の100種類を対象物質と
し、各工場からの物質ごとの年間大気排出量を規制する自主目標（2005年5トン以下、2009
年3トン以下、2010年1トン以下）を掲げて削減活動を進め、目標をクリアしてきました。現在
は活動を維持することを目標とし、管理しています。日本花王グループの工場で2025年に1ト
ン以上取り扱ったVOCは32種であり、大気中への総排出量は3.8トン  でした。

環境法規制の遵守
2021年は花王葫芦島鋳造材料でガス検知器の設置不足（罰金542千円）と選任者の届出

漏れ（罰金 1,444 千円）、花王 USAで硫化水素の規制値超過（罰金 1,192 千円）がありまし
た。2023年はアメリカの花王スペシャルティーズアメリカズで界面活性剤の河川への漏洩（罰
金832千円）がありました。2024年はメキシコのキミ花王がコジェネレーションシステムの運
転データの行政への提出を怠ったため4.3MMXN（32百万円）の制裁金、スペインのKCSA 
Olesa工場がNOxの規制値超過で12,000ユーロ（2百万円）、水使用許可量超過で6,296.4ユー
ロ（101万円）の制裁金を支払いました。2025年はスペインのKCSA Berbera地区で硝酸塩濃
度の規制値超過（罰金221千円）とアメリカの花王スペシャルティーズアメリカズで界面活性剤
の漏洩2件（罰金なし）がありました。環境法規則の中には、水質の許認可、基準および規制が
包含されています。

環境法規制 遵守状況

※1 報告期間において当局等が覚知したすべての事象
※2 報告期間において支払った罰金
※3 実績値を修正（計上漏れがあり再集計）

区分 単位 2021年 2022年 2023年 2024年 2025年

逸脱件数※1 件 3 0 1※3 3 3

内漏出 件 0 0 1※3 0 2

内水質 件 0 0 0 0 1

罰金総計※2 千円 3,178 ー ー 35,010 221

内漏出 千円 0 ー ー ー ー

内水質 千円 0 0 ー 0 221

ガバナンス

リスク・機会管理

取締役会の監督のもと、大気および水質汚染防止に関するリスク管理は内部統制委員会およ
びESGコミッティ、機会管理はESGコミッティで行っています。

さらに、大気および水質汚染防止に特化した具体的な取り組みとして、経営企画部門担当役
員が委員長を務める「レスポンシブル・ケア推進委員会」を開催しています。この委員会では、
方針策定、次年度計画の立案、実績の評価、改善点の特定などを実施するとともに、これらの結
果を内部統制委員会に報告しています。

Our ESG Vision and  Strategy > ガバナンスP62

 方針​
花王では「大気および水質汚染防止」の実行にあたり、日々の業務や意思決定のガイドライン

として次の方針を策定しています。詳細はウェブサイトをご覧ください。

 管理プロセス​
「大気および水質汚染防止」のリスク・機会に対する取り組み状況については、下記のとおり、

計画策定、活動実施、活動結果評価、是正のプロセスで管理し、着実な改善を図っています。

「大気および水質汚染防止」全体管理プロセス（拠点以外）
P（計画策定）

翌年活動設計（11、12月）、目標承認（2月）。

・�環境・安全の基本理念と基本方針 
https://www.kao.com/jp/sustainability/klp/policy/environment-safety-policy/

・�花王レスポンシブル・ケア方針 
https://www.kao.com/jp/sustainability/klp/policy/responsible-care-policy/

・� 花王 環境宣言 
 https://www.kao.com/jp/sustainability/klp/policy/environmental-statement/

レスポンシブル・ケア活動
https://www.kao.com/content/dam/sites/kao/www-kao-com/jp/ja/corporate/sustainability/pdf/our_foudations2025-02.pdf
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D（活動実施）
改善・推進活動（2月～）。

C（活動結果評価）
活動結果集計（～4月）、サステナビリティレポートにて活動結果報告（6月）。

A（是正）
振り返り・改善点抽出（6月）。

拠点の管理プロセス
P（計画策定）

RC推進委員会で全社目標策定（9月）、各サイトの年次計画策定（～12月）。

D（活動実施）
取り組み（P194～196）をご覧ください。

C（活動結果評価）
部門内点検（～7月）、RC事務局監査、ISO14001内部監査、外部審査など（8月頃）。

A（是正）
事業場内での是正要求、ISO中央事務局による是正処置要求、RC事務局による是正措置要求など。

 取り組み
花王では、「大気および水質汚染防止」に向けたさまざまな取り組みを行っています。これら

の取り組みは、前述の戦略に基づいており、互いに連携しながら、目標の達成に向けて推進され
ています。ここでは、数ある取り組みの中から重要なものについてご紹介します。

戦略 取り組み

① 大気汚染を防止する的確な管理 よりクリーンな化石燃料の利用 PRTR法対象化学物質の排出削減
② 水質汚染を防止する的確な管理 排水規制の遵守 地下水・土壌汚染の調査
③ �製品による大気・水質汚染防止

への貢献
顔料インクなどケミカル事業製品
や業務用洗浄剤による汚染防止

河川環境モニタリングなどフィー
ルド調査によるモニタリング

よりクリーンな化石燃料の利用
燃料の燃焼時に発生するNOx、SOx、PMなどの排出を減らすため、クリーン

な化石燃料である天然ガスをインフラが整ったすべての工場で使用し、石炭の使
用は廃止しています。

PRTR法対象化学物質の排出削減
2000年度に各工場からの物質ごとの年間排出量を1トン以下に規制する自主

目標を掲げて活動を開始し、2002年度に目標を達成しました。その後、フロンガ
スの漏洩などを除いて、自主目標を守り続けています。

2025年に1トン以上取り扱った対象化学物質は129種で、大気および公共用
水域への総排出量は3.7トンでした。また、一般社団法人日本化学工業協会が自
主調査対象として定めた化学物質についても、PRTR法対象化学物質と同様に排
出量や移動量などを把握し管理しています。

VOC（揮発性有機化合物）の排出削減
海外工場の中には、VOC排出量の把握が進んでいない施設や、排出量の多い

工場も存在します。花王はこれらの工場での排出状況の調査を加速し、排出量削
減に向けた改善策を積極的に導入していく方針です。
※ �2023年4月にPRTR法対象化学物質が変更されたため、2023年通年での対象化学物質の取扱量、排出量等は集

計できていません。

工場における大気汚染防止の取り組み
地域：グローバル

対応する戦略：①
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水性インクジェット用顔料インク「LUNAJET」
花王が培ってきた「顔料ナノ分散技術」を応用した世界初の水性インクジェット用顔

料インク「LUNAJET（ルナジェット）」は、VOCレス※1 設計により、印刷時に放出される
VOCが極めて少なく、大気汚染防止のみならず、印刷作業における労働者の作業環境の
改善にも大きく貢献します。さらに、この水性インクジェット用顔料インクの技術は水性
グラビアインクに展開可能で、より広い用途での貢献が期待されています。
※1 VOCレス ：印刷工程において排出されるVOCが（炭素換算で）700ppmC以下のもの。

排水規制の遵守
花王は、工場からの排水が地域の水環境に及ぼす影響を最小限に抑えるため、多くの

工場に排水処理設備を設置するとともに、高いレベルで維持・管理し、適切に処理した
あと、場外へ排出しています。

さらに、法令で定められた排水規制を確実に遵守するとともに、事業所ごとに必要な
管理指標を設定し、継続的なモニタリングを実施しています。

地下水・土壌汚染の調査
過去に使用された化学物質による影響を明らかにするため、毎年各工場の敷地内で地

下水中の環境基準物質を測定しています。

ルナジェット® 
https://chemical.kao.com/jp/digital-printing-materials/lunajet/

�ビスコトップ UT 
https://chemical.kao.com/content/dam/sites/kao/chemical-kao-com/ja/products/catalog_jpja_B0089661.pdf

工場における水質汚染防止の取り組み
地域：グローバル

対応する戦略：②

製品開発・提供を通じた
大気汚染防止の取り組み

地域：グローバル

対応する戦略：①③

環境配慮型バイオマス由来の土壌改良材「ルナバインドH-100」
学校のグラウンドや公園などでは、クレイ舗装が多く導入されています。しかし、異常

気象などの影響で土壌の品質劣化が進むと、降雨後に排水が進まず、泥濘（ぬかるみ）
が発生することがあります。さらに、乾燥後の土壌表面では小さな土粒子が発生しやす
く、風で飛散すると、周辺住民の健康や環境に悪影響を与える可能性があるため、クレ
イ舗装では持続的な性能改良が求められています。

花王は農業分野で培ってきた土壌の団粒化の技術をもとに、土粒子界面の観察や相
互エネルギーを軸に研究を重ね、「ルナバインドH-100」を開発しました。「ルナバインド 
H-100」を使用し、土粒子を団粒化することで土粒子が大きくまとまり、重くなります。
その結果、風による土粒子の舞い上がりが抑えられ、砂塵飛散の抑制が期待されます。
また、「ルナバインド H-100」は、粒状の土壌改良材であるため、グラウンドへの散布時
においても飛散を抑制することができます。

・�環境配慮型バイオマス由来の土壌改良材「ルナバインド H-100」を開発 
https://chemical.kao.com/jp/infrastructure/topics/news-037/

・�環境配慮型バイオマス由来の土壌改良材　「ルナバインド」 
https://chemical.kao.com/jp/infrastructure/product/lunabind/

コンクリート吹付け工事用増粘剤「ビスコトップ UT」
花王は、山岳トンネル工事のコンクリート吹付け時に発生する粉じんを大幅に軽減す

る増粘剤「ビスコトップ UT」を開発し、本格的に販売を開始しました。「ビスコトップ
UT」は、粉じんが飛散しやすい「粉体急結剤」を使用しても、一般的な粉じん低減剤の
半分の使用量で粉じん濃度2mg/m3 以下（2021年施行の粉じんガイドライン）の達成
が可能で、作業現場の安全性向上に大きく貢献します。さらに、この技術は NETIS（新
技術提供システム）※2にも登録済み（番号KT-200035-A）で、国や地方公共団体など
が発注するさまざまなトンネル工事への採用が期待できます。
※2 NETIS: 国土交通省が新技術に関わる情報を共有・提供する目的で運用するデータベースシステム。
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製品使用後の排水モニタリング
花王は、製品使用後の廃水の実態把握にも目を向け、河川環境モニタリングなど独自

のフィールド調査を継続して行い、化学物質の生態リスクの把握に努めています。
これまで事業のグローバル化に対応し、海外でのモニタリング活動や、河川水中濃度

を予測するシミュレーションモデルの有用性検証および新モデル開発を専門家と協働で
進め、各地域の環境に配慮した事業活動を目指してきました。

近年では、日本国内における生態モニタリングと河川環境モニタリングのデータを活
用し、化学物質の生態系への影響を詳細に解析しています。また、日本石鹸洗剤工業会
が実施する環境モニタリングに花王も参加しています。現在、代表的な4種の界面活性
剤を対象として都市河川にてモニタリングを実施し（4河川7地点、年4回測定）、生態系
に及ぼす環境リスクを評価しています。これまでの調査結果では、これらの界面活性剤
の水生生物に対するリスクは定常的に低いことが確認されています。

界面活性剤型液体増粘剤「ビスコトップ」
河川や海岸などの水辺で行われる工事では、水質汚濁を防ぐ環境対策が求められます。

長大な橋や海峡に建設されるつり橋などの橋脚工事では、河川や海の中に橋脚を構築する
ため、粘性が高く水中で分散しない水中コンクリートが使用されます。また、地下水脈の付
近で行う工事では、地下水の水質汚濁を防ぐ配慮も必要です。このような水に関わる環境
では、注入材やコンクリートなどの無機材料に増粘剤を添加して、水中不分離性を付与す
る必要があります。花王が開発した高機能特殊増粘剤「ビスコトップ」は、従来品にない優
れた高粘性の注入材やコンクリートを実現し、水辺の環境汚染を防ぎながら高品質な施工
を可能にします。福島第一原子力発電所での高濃度汚染水除去工事にも採用され、実績を
重ねています。

アルカリフリーの業務用洗剤「スマッシュ」
厨房の頑固な油汚れに効果を発揮するアルカリ洗剤は、水質汚染を防ぐために洗浄液

の排水時にpHを調整して中和する必要があります。一方で、アルカリを含まない中性洗
剤は一般的に洗浄力が不足しがちです。

花王が新たに販売を開始した厨房油汚れ用洗剤「スマッシュ」は、アルカリ洗剤と同等
の洗浄力を持ちながら中性処方であることから、安全かつ素材にやさしく、水質汚染防
止に貢献します。

製品開発・提供を通じた
水質汚染防止の取り組み

地域：日本

対応する戦略：②③
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厨房設備用洗浄剤　スマッシュ　5L　業務用 
https://pro.kao.com/jp/products/kps05/4901301384201/

https://pro.kao.com/jp/products/kps05/4901301384201/


社外ステークホルダーからの期待と提言

「花王サスティナビリティレポート2025」から、循環型社会の実現に向けて真摯に取
り組む花王の姿勢を読み取ることができた。花王は2025年も国際NGOであるCDPか
ら気候変動、フォレスト、水セキュリティの三つの分野で最高評価A（トリプルA）を獲得
した。トリプルAを6年以上連続して獲得したのは世界で2社のみで、消費財企業の花
王の「持続可能な社会」に向けて挑戦する企業経営がグローバルに極めて高く評価され
たことになる。

以下、花王の2025年の「大気および水質汚濁防止」に関する取り組みに関して、花王
が公開したサスティナビリティレポート、環境データ集をもとにコメントする。

1. 大気汚染防止への取り組み
花王の全生産拠点から発生するNOxの排出量は順調に削減されていて評価できる。

SOxの大半はアジアの生産拠点から排出されていて、その削減が2021年以降停滞して
いるので、早急なる対策を求めたい。PRTR法対象化学物質の総排出量は、2005 年の
排出量からすると格段に削減されてきた。2023年4月からPRTR法対象化学物質が変
更されたことから総排出量が増えたが、今後の更なる排出量削減を求めたい。

2025年には海外の事業所で環境法規制から逸脱したことが3件あり、制裁金を支払っ
ているが、今後はこのようなことが起こらないよう海外事業所での一層のガバナンス強
化に努めて欲しい。

2. 水質汚濁防止への取り組み
花王の全生産拠点から排出されるCOD負荷量は順調に削減されてきたが、2024年は

増加している。日本国内の生産拠点からのCOD排出量は、工場の排水処理施設が適切
に維持管理されていることから低いレベルである。これに反して、2024年には欧州、ア
ジアの生産拠点からのCOD排出量が増えている。生産する製品の質や量の変化で、排
水処理機能が影響を受けるので、現地の実情にあった効果的なCOD排出削減策を講じ
ることを求めたい。

花王では、長年にわたって工場排水の処理に伴って発生する汚泥の減容化に取り組ん
でいて、イトミミズを食物連鎖の頂点とする排水処理法を豊橋工場に2025年6月に導
入した。現在、データ取得の段階とのことで、その導入効果に期待したい。この処理方法
では、イトミミズに適した培養環境条件整えることがポイントとなる。データの取得を通
じて、イトミミズに適した培養環境条件を明らかにするとともに、費用対効果を明らかに
し、エコフレンドリーなこの処理方法にマッチする花王の国内外の工場への導入につな
げて欲しい。

3. 花王への期待
花王はプラスチックの使用量を40%も削減できる「ecoペコボトル」、PFASを含まない

消火薬剤、VOCレスの水性インクジェット用顔料インク「ルナジェット」、注入材やコンク
リートに添加して水辺の環境汚染を防ぐことができる「ビスコトップ」、アルカリフリーの
業務用洗剤「スマッシュ」、すすぎの水を減らせる食器用洗剤「キュキュット」など、環境
にやさしい製品の開発を進めてきたことを高く評価したい。今後もこのような製品の開発
を継続することを期待する。

2025年は、世界中で夏季に異常な高温に見舞われた。四季のある日本でも、春と秋
の存在感が少なくなり、夏が長く、冬との「二季」になるのではないかと懸念されている。
温暖化は待ったなしの喫緊の課題で、グローバルで取り組まなければならないが、世界
第二位の温暖化ガス排出量の米国が、2026年2月にパリ協定から離脱してしまったこと
が残念でならない。特にAI技術の膨大な電力需要を賄うために化石燃料を使った発電
が先進国で計画されていることも、温暖化や大気汚染に拍車をかけることは間違いない。
このような状況下ESGの視点でモノづくりを推進している花王には、グローバルトップ
企業として循環型社会の実現に向けての牽引役になることを期待している。

古川 憲治 氏 
熊本大学名誉教授

花王の大気および水質汚濁防止に
関する取り組みへの評価と期待
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